
は
じ
め
に

二
〇
〇
二
年
、
中
国
が
清
史
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
た
こ
と
は
、
世
界
各

国
の
学
者
の
注
目
を
引
い
て
き
た
。
こ
れ
は
、
一
九
四
九
年
建
国
以
来
、
国
家
の
名

義
で
行
わ
れ
て
い
る
学
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
、
最
大
規
模
の
も
の
の
一
つ
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
史
料
編
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
、
す
で
に
設
定
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
三

〇
〇
件
に
達
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
人
数
は
四
〇
〇
〇
人
を
越
え
た
。
そ
の
中
に
は
、
清

史
の
編
纂
を
直
接
担
当
し
て
い
る
、
国
内
外
の
清
史
研
究
者
お
よ
び
関
連
分
野
の
専

門
家
が
、
一
六
〇
〇
余
人
ほ
ど
い
る
。

二
〇
世
紀
始
め
頃
、
つ
ま
り
民
国
紀
年
の
時
期
、『

清
史
稿』

が
編
纂
さ
れ
た
。

『

清
史
稿』

の
編
纂
と
比
較
す
る
と
、
今
回
の
清
史
編
纂
は
、
よ
り
広
い
範
囲
で
一

次
档
案
を
利
用
し
、
編
纂
事
業
を
文
化
遺
産
の
応
急
的
保
護
と
結
び
つ
け
る
と
い
う

特
徴
を
持
っ
て
い
る
。

最
も
多
く
の
清
代
档
案
を
保
存
し
て
い
る
機
関
と
し
て
、
中
国
第
一
歴
史
档
案
館

は
、
当
然
な
が
ら
今
回
の
編
纂
事
業
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
編

纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
て
以
来
、
多
く
の
档
案
を
提
供
し
て
お
り
、
関
連
課
題

の
研
究
を
担
当
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
私
自
身
も
、
中
国
第
一
歴
史
档
案
館
の
責
任

者
と
し
て
、
国
家
清
史
編
纂
委
員
会

(

以
下
、
編
纂
委
員
会
と
略
す)

の
委
員
と
档

案
組
の
組
長
を
兼
任
し
て
お
り
、
一
貫
し
て
編
纂
事
業
に
参
与
し
て
お
り
、
な
お
か

つ
全
国
に
お
け
る
清
代
档
案
の
整
理
・
編
集
・
翻
訳
・
出
版
な
ど
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
設
定
を
主
管
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
今
日
は
、｢

文
化
遺
産
の
応
急
的
保
護

と
清
史
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

を
タ
イ
ト
ル
と
し
て
、
清
史
編
纂
に
お
け
る
档
案
の

整
理
・
利
用
の
情
況
を
、
専
門
家
と
同
分
野
の
方
々
へ
紹
介
す
る
。
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日
本
関
係
清
代
档
案
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
報
告

鄒

愛

蓮

文
化
遺
産
の
応
急
的
保
護
と
清
史
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
で
は
、
中
国
第
一
歴
史
档
案
館
と
の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
同
館
が
所
蔵
す
る
清
代
档
案
中
の
日
本
関
係
史
料
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
よ
る
収
集
と
目
録
出
版
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
二
〇
〇
九
年
五
月
一
三
日
、
史
料
編
纂
所
と
日
本
学
士
院
の
共
催
に
よ
る

｢

日
本
関
係
清
代
档
案
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会｣

を
、
東
洋
文
化
研
究
所
大
会
議
室
で
開
催
し
た
。
今
回
は
、

鄒
愛
蓮
館
長
・
王
道
瑞
研
究
員

(『

歴
史
档
案』

副
編
集
長)

ら
同
館
の
研
究
者
を
招
き
、
鄒
館
長
か
ら

｢

文
化
遺
産
の
応
急
的
保
護
と
清
史
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

と
題
し
、
中
国
が
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
清
史
編
纂
事
業
と
そ
こ
に
お
け
る
第
一
歴
史
档
案
館
の
役
割
に
つ
い
て
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
な
お
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
あ
た
り
、
当
日
も
参
加
し
た
黄
栄
光
共

同
研
究
員

(

中
国
科
学
院
自
然
科
学
史
研
究
所)

に
は
多
大
な
る
ご
尽
力
を
た
ま
わ
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
謝
辞
に
か
え
た
い
。

(

新
東
ア
ジ
ア
科
研
・
档
案
画
像
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
保
谷

徹)
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一
、
清
史
再
編
纂
の
理
由
と
档
案

档
案
史
料
を
利
用
し
て
史
書
を
編
纂
す
る
の
は
、
中
国
の
歴
史
的
伝
統
と
い
え
る
。

｢

史
記｣

の
著
者
で
あ
る
司
馬
遷
は
、｢

石
室
金
匱｣

(

前
漢
の
国
家
図
書
館)

の
書

物
を
利
用
し
て
、
古
今
の
資
料
を
参
考
に
し
、
要
旨
を
述
べ
て
凡
例
を
記
し
、｢

史

記｣

の
全
書
を
完
成
し
た
。
さ
ら
に
、
班
超
・
班
固
父
子
は
、
石
室
・
蘭
台
・
東
観

な
ど

(

後
漢
の
国
家
図
書
館
や
蔵
書
処)

に
保
存
し
て
い
る
档
案
と
図
書
を
利
用
し

て
、｢

漢
書｣

を
作
成
し
た
。
そ
の
後
、
隋
・
唐
の
官
修
史
書
も
、
档
案
を
利
用
し

て
編
纂
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
伝
統
と
し
て
形
成
さ
れ
、
歴
代
を
経
て
も
変
わ
ら
ず
、

現
在
ま
で
継
承
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
中
国
の
歴
史
上
、
連
続
性
の
あ
る

い
わ
ゆ
る

｢

二
十
四
史｣

は
、
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

清
朝
の
歴
史
は
、
二
六
八
年
の
長
さ
を
持
ち
、
時
間
的
ス
パ
ン
が
長
く
、
内
容
が

豊
富
で
、
現
代
と
時
間
的
に
近
い
。
中
国
が
現
在
直
面
し
て
い
る
多
く
の
重
要
な
問

題
、
た
と
え
ば
、
経
済
建
設
・
政
治
改
革
・
文
化
発
展
・
対
外
交
流
、
お
よ
び
人
口

問
題
・
宗
教
問
題
・
境
界
問
題
・
環
境
問
題
・
都
市
化
問
題
・
地
域
発
展
の
格
差
問

題
な
ど
は
、
何
れ
も
清
代
と
緊
密
な
関
係
を
持
つ
。
一
九
一
四
年
、
つ
ま
り
清
朝
が

滅
亡
し
て
ま
も
な
い
時
期
、
政
局
が
不
安
定
で
、
史
書
編
纂
の
条
件
が
不
十
分
だ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
北
洋
政
府
は
、
積
極
的
に
人
員
を
集
め
て
清
史
の
編
纂
を
始

め
た
。
一
九
一
四
年
か
ら
一
九
二
八
年
ま
で
の
一
五
年
間
を
か
け
、
前
後
し
て
三
〇

〇
余
人
を
参
加
さ
せ
、
合
わ
せ
て
五
三
六
巻
・
八
〇
〇
余
万
字
の
書
物
の
編
纂
を
完

遂
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
編
纂
物
は
、
記
載
の
誤
り
が
多
い
の
で
、
発
行
さ
れ
る
前

に
、
当
時
の
人
か
ら
多
く
の
非
難
を
こ
う
む
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
国
民
党
政
府
は
、

ま
ず
は
こ
れ
を
発
禁
と
し
、
そ
の
後
は
二
回
に
わ
た
り
点
検
・
校
正
を
行
い
、
最
後

は
こ
れ
を
解
禁
し
た
。

こ
う
し
た

『

清
史
稿』

編
纂
の
経
緯
を
考
え
る
と
、
当
時
の
社
会
・
政
治
の
不
安

定
さ
や
経
費
の
不
足
な
ど
が
編
纂
事
業
に
悪
影
響
を
与
え
た
。
一
方
、
極
め
て
重
要

な
教
訓
は
、
編
纂
さ
れ
る
時
点
で
は
、
多
く
の
清
代
档
案
は
未
だ
整
理
さ
れ
て
お
ら

ず
、
編
纂
者
の
参
考
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、『

清
史
稿』

の
史
料
的
基
礎
は
充
実

し
た
も
の
に
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
そ
の

当
時
、
編
纂
者
に
と
っ
て
利
用
可
能
な
史
料
は
、
清
朝
の
国
史
館
に
保
存
し
て
い
る

五
万
余
点
の
档
案
と
、
国
史
館
が
史
書
編
纂
の
た
め
に
利
用
し
て
い
た
各
時
代
の

｢

実
録｣

・｢

聖
訓｣

・｢

会
典｣

な
ど
の
、
清
政
府
に
よ
っ
て
印
刷
さ
れ
た
史
書
で
あ
っ

た
。
利
用
さ
れ
て
い
る
档
案
の
数
は
、
現
存
し
て
い
る
清
代
档
案
の
総
数
の
四
百
分

の
一
に
過
ぎ
な
い
。

档
案
は
史
書
編
纂
の
基
礎
と
い
え
る
。
清
朝
は
、
明
朝
や
そ
れ
以
前
の
歴
朝
と
比

べ
る
と
、
残
し
て
い
る
档
案
が
最
も
多
い
。
調
査
に
よ
る
と
、
現
在
、
大
陸
に
は
二

三
〇
余
の
档
案
館
・
図
書
館
・
博
物
館
が
あ
り
、
合
わ
せ
て
六
三
〇
余
の
全
宗

(

全

宗
：
档
案
分
類
の
単
位)

・
二
〇
〇
〇
余
万
点
の
清
代
档
案
を
保
存
し
て
い
る
。
そ

の
中
に
は
、
一
〇
〇
〇
余
万
点
の
中
央
レ
ベ
ル
の
档
案
は
第
一
歴
史
档
案
館
に
、
そ

の
ほ
か
の
約
一
〇
〇
〇
万
点
の
地
方
レ
ベ
ル
の
档
案
は
各
地
の
档
案
館
・
図
書
館
・

博
物
館
に
、
保
存
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
七
〇
余
万
点
は
、
そ
れ
ぞ
れ
台
北
故
宮
博

物
院
・
台
北
中
央
研
究
院
の
近
代
史
研
究
所
と
歴
史
語
言
研
究
所
に
保
存
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
膨
大
な
清
代
档
案
は
、
清
史
編
纂
の
充
実
な
史
料
的
基
礎
に
な
る
。

残
念
な
こ
と
に
は
、『

清
史
稿』

の
編
纂
で
は
、
こ
れ
ら
の
档
案
は
十
分
に
利
用
さ

れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、『

清
史
稿』

に
は
さ
ま
ざ
ま
の
誤
り
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
清
史
を
再
編
纂
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
〇
世
紀
以
来
、
中
国
の
史
学
研
究
に
志
を
立
て
る
人
た
ち
は
、
幾
度
も
档
案
を

利
用
し
て
清
史
を
再
編
纂
し
よ
う
と
提
唱
し
、
そ
し
て
清
史
の
再
編
纂
を
も
試
み
た
。

六
〇
年
代
、
台
湾
の
学
者
は
、
清
史
の
再
編
纂
を
行
い
、
二
年
間
を
か
け
て
八
冊

の

『

清
史』
を
完
成
し
た
。
し
か
し
、
台
北
に
保
存
し
て
い
る
档
案
の
数
は
十
分
で

は
な
い
。
こ
れ
に
加
え
て
、
時
間
に
追
わ
れ
て
作
成
さ
れ
た
た
め
、
こ
の

『

清
史』

は
、｢『

清
史
稿』

に
対
し
、
編
纂
様
式
・
立
論
・
書
き
方
な
ど
の
面
で
の
問
題
を
是
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正
し
た
が
、『

清
史
稿』

の
原
稿
お
よ
び
多
く
の
重
要
な
史
料
を
熟
読
せ
ず
、
急
い

で
作
成
し
た
た
め
、
欠
如
や
誤
り
が
出
る
の
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た｣

と
評
価
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
で
、
一
九
七
八
年
か
ら
、
台
湾
の
学
者
は
、
方
向
を
改
め
て

『

清
史

稿』

に
校
訂
・
注
釈
を
加
え
、｢

原
文
に
手
を
入
れ
ず
、
稿
で
稿
を
校
正
し
、
巻
で

巻
を
校
正

(

新
た
な
史
書
を
書
か
ず
清
史
稿
の
な
か
で
校
正
を
行
い
、
清
史
稿
の
構

造
を
変
更
せ
ず
も
と
の
巻
の
な
か
で
校
正
を
行
う)

し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
校
訂

や
注
釈
を
繰
り
返
し
て
行
い
、『
清
史
稿』

の
誤
り
を
概
ね
正
し
た
。
し
か
し
、
校

訂
と
注
釈
は
、『

清
史
稿』

の
枠
組
み
の
中
で
行
わ
れ
た
た
め
、
そ
の
限
界
を
超
え

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
原
稿
の
重
大
な
誤
り
や
欠
如
な
ど
の
問
題
も
、
単

な
る
校
訂
や
注
釈
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
。

中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
、
数
代
に
わ
た
り
、
多
く
の
歴
史
研
究
者
は
、
清
代
档

案
を
利
用
し
て
清
史
を
再
編
纂
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
早
く
も
一
九
六
三
年
、
ど

の
よ
う
に
档
案
を
利
用
し
て
清
史
を
編
纂
す
る
の
か
に
関
す
る
専
門
家
の
文
章
が
発

表
さ
れ
た
。
清
史
編
纂
の
困
難
さ
に
つ
い
て
、
こ
う
指
摘
さ
れ
て
い
る
。｢

た
と
え

ば
、
史
料
が
極
め
て
多
い
た
め
、
整
理
と
研
究
に
は
大
き
な
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い｣

と
。｢

史
料
が
多
く
、
特
に
関
連
す
る
档
案
の
数
は
非
常
に
膨
大
で
あ
る
。

整
理
に
は
苦
労
が
か
か
る
と
は
い
え
、
史
料
が
多
い
と
い
う
の
は
、
決
し
て
悪
い
こ

と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
良
い
こ
と
だ
。
相
当
な
人
数
の
研
究
チ
ー
ム
を
組
織
し
て
、

長
い
時
間
を
か
け
る
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
困
難
が
あ
る
と
し
て
も
、
最
後
に
は
き
ち

ん
と
整
理
し
、
要
点
を
ま
と
め
、
科
学
的
結
論
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う｣

と
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
研
究
者
は
、｢

史
料
を
整
理
す
る
の
に
は
、
一
〇
年
・
八

年
を
か
け｣

、｢

ま
た
一
〇
年
・
八
年
を
か
け
て
書
き
上
げ
、
一
〇
年
・
八
年
を
か
け

て
修
正
す
る｣

と
い
う
構
想
を
出
し
た
。

し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
的
・
経
済
的
な
原
因
が
あ
り
、
清
史
の
再
編
纂
事
業

は
、
幾
度
も
棚
上
げ
さ
れ
た
。
二
一
世
紀
に
な
る
と
、
政
治
上
・
経
済
上
、
お
よ
び

研
究
チ
ー
ム
の
整
備
・
研
究
成
果
の
蓄
積
な
ど
の
面
で
は
、
い
ず
れ
も
史
書
の
編
纂

に
有
利
な
条
件
が
備
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
清
朝
の
歴
史
档
案
は
、
す
べ
て
公

開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
数
十
年
に
か
か
り
、
整
理
・
編
纂
・
出
版
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

史
料
利
用
上
の
便
利
な
条
件
も
備
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
時
代
の
史
学
研

究
者
が
清
史
の
編
纂
事
業
を
始
動
さ
せ
る
と
い
う
決
意
を
出
し
た
重
要
な
理
由
の
一

つ
で
あ
る
。二

、
清
史
編
纂
に
お
い
て
档
案
の
利
用
を
文
化
遺
産
の
保
護
と

結
び
つ
け
る
原
則

今
回
の
清
史
の
編
纂
事
業
が
始
ま
る
時
点
で
、
編
纂
委
員
会
は
、
ま
ず
か
つ
て
の

清
史
編
纂
の
経
験
と
教
訓
を
ま
と
め
、
档
案
利
用
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
数
次
に

わ
た
る
検
討
の
結
果
、
共
通
認
識
が
得
ら
れ
、
档
案
の
利
用
を
文
化
遺
産
の
保
護
と

結
び
つ
け
る
原
則
が
提
示
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、

１
、
清
史
の
編
纂
事
業
の
全
体
は
、
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
史
料
編
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
三
部
分
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

２
、
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
一
〇
年
前
後
を
か
け
て
、
お
よ
そ
一
〇
〇
巻
・

約
三
〇
〇
〇
万
字
の

『

清
史』

を
完
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
史
実
を
明
ら
か
に
述
べ
、

歴
史
発
展
の
法
則
を
解
明
し
、
歴
史
上
の
経
験
を
ま
と
め
る
。

３
、
史
料
編
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、『

清
史』

編
纂
に
伴
い
、
同
様
に
一
〇
年
前

後
を
か
け
て
、
重
要
性
と
緊
急
性
に
よ
り
、
お
よ
そ
二
〇
億
字
の
、
三
つ
の

｢

四
庫

全
書｣

の
量
に
相
当
す
る
清
代
档
案
と
文
献
資
料
を
収
集
・
整
理
・
編
纂
・
翻
訳
す

る
こ
と
で
あ
る
。

４
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
史
料
編
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
め
ぐ
る
書
籍
の
出
版
と
ネ
ッ
ト
上
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
で
あ
る
。

編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
責
任
者
戴
逸
教
授
は
、
こ
う
し
た
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
史
料
編
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
、｢

一
体
両
翼｣

と
よ
ば
れ
る
構
造
を
、
航
空
母
艦
と
イ
ー
ジ
ス
艦
・
駆
逐
艦
・
潜
水
艦
と
の
関
係
と
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た
と
え
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
清
朝
の
档
案
は
、
数
量
的
に
は
海
の
如
く
で
あ
り
、

そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
清
史
研
究
の
た
め
に
、
取
っ
て
も
使
っ
て
も
尽
き
る
こ
と
が

な
い
、
貴
重
な
史
料
の
源
泉
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
清
史
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
な

内
容
の
一
つ
は
、
清
史
編
纂
の
使
用
に
適
す
る
多
く
の
一
次
档
案
と
文
献
を
応
急
的

に
保
護
・
整
理
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
目
的
の
一
つ
は
、
着
実
な
史
料
で
裏
付
け

ら
れ
る
清
史
を
編
纂
す
る
た
め
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
清
代
の
数
え
き
れ
な
い
ほ

ど
の
档
案
・
文
献
史
料
を
、
計
画
を
立
て
段
取
り
よ
く
収
集
・
整
理
・
出
版
す
る
作

業
を
通
じ
て
、
多
く
の
貴
重
な
文
化
遺
産
を
応
急
的
に
保
護
し
、
国
家
の
歴
史
文
化

の
発
展
を
根
本
的
に
促
進
す
る
た
め
で
あ
る
。
一
〇
年
後
、
清
史
編
纂
の
編
纂
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
完
成
し
た
後
、
档
案
文
献
に
関
連
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
次
々
に
完
成

す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
規
模
な
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
整
理
・
利
用
を
応
急
的
な
保
護
と
結
び
つ
け
る
構
想
を
実
現
す
る
た
め

に
、
編
纂
委
員
会
が
成
立
し
た
後
、
そ
の
も
と
で
、
档
案
組
と
呼
ば
れ
て
い
る
専
門

機
構
が
成
立
し
た
。
档
案
組
は
、
長
期
に
わ
た
り
清
代
档
案
の
整
理
・
研
究
に
従
事

し
て
い
る
専
門
家
六
人
か
ら
な
る
。
そ
の
主
な
責
任
は
、
清
史
編
纂
の
た
め
に
、
全

国
の
清
代
档
案
を
調
査
し
た
う
え
で
整
理
・
公
表
す
る
こ
と
で
あ
る
。

国
家
の
清
史
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
着
実
で
科
学
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

実
施
期
間
が
長
く
、
档
案
の
利
用
者
が
広
く
分
布
し
て
お
り
、
利
用
す
る
档
案
の
数

が
多
い
。
こ
れ
に
加
え
て
、
档
案
は
全
国
各
地
に
分
散
保
存
し
て
い
る
の
で
、
機
関

に
よ
り
、
保
存
の
状
況
が
異
な
り
、
整
理
の
状
況
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
公
開
・
利

用
の
程
度
と
公
開
の
方
式
も
違
う
こ
と
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。
清
史
編
纂
に
従
事
す

る
研
究
者
が
档
案
を
便
利
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
档
案
の
整
理
・
利
用
は
、
昔
の

一
般
的
な
利
用
と
異
な
る
条
件
と
方
式
を
取
り
入
れ
た
。

第
一
に
、
清
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
档
案
利
用
に
つ
い
て
は
、
原
档
案
を
直
接
提
供

せ
ず
、
档
案
を
整
理
し
た
う
え
で
、
撮
影
ま
た
は
ス
キ
ャ
ン
し
た
後
、
档
案
の
デ
ー

タ
を
清
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
部
ネ
ッ
ト
に
転
送
し
、
ネ
ッ
ト
で
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス

を
清
史
編
纂
の
専
門
家
に
提
供
す
る
と
い
う
方
式
を
取
り
入
れ
る
。
内
容
が
重
要
だ

と
考
え
ら
れ
る
档
案
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
う
え
で
、
選
択
的
に
編
集
・
出
版
す
る
。

第
二
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
定
の
質
を
確
保
す
る
た
め
、
档
案
関
係
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
設
定
に
つ
い
て
は
、
全
体
的
で
構
造
的
に
計
画
し
た
う
え
で
調
整
し
て
、
十
分

な
調
査
研
究
を
行
う
。
清
朝
は
、
お
び
た
だ
し
い
一
次
档
案
を
残
し
て
い
る
。
限
定

さ
れ
た
期
間
内
、
投
入
資
金
の
金
額
と
ス
タ
ッ
フ
の
人
数
も
限
ら
れ
る
状
況
で
、
清

史
編
纂
の
档
案
利
用
に
備
え
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
重
要
な
史
料
を
選
び
出
す
の
か

は
、
現
実
的
で
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
档
案
関
係
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

設
定
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
構
造
に
関
す
る
全
体
的
な
計
画
を
立
て

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
九
六
巻
の
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
視
野
に
入
れ

て
、
各
部
分
に
使
う
档
案
の
種
類
と
数
量
を
分
析
し
た
う
え
で
設
定
す
る
。
そ
の
た

め
、
編
纂
委
員
会
は
、
幾
度
も
档
案
整
理
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
定
を
め
ぐ
る
会
議
を

催
し
、
全
国
の
清
代
档
案
を
保
存
す
る
機
関
の
代
表
を
招
き
、
状
況
の
紹
介
を
求
め
、

清
史
編
纂
に
お
い
て
中
央
と
地
方
の
保
存
档
案
を
整
理
す
る
方
針
と
計
画
を
検
討
し

た
。
档
案
組
は
、
全
国
各
地
の
档
案
館
・
図
書
館
・
博
物
館
に
赴
き
、
清
代
档
案
の

収
集
・
保
存
の
状
況
を
調
査
し
、
十
分
な
調
査
研
究
の
結
果
に
基
づ
き
、
前
後
し
て

｢

清
代
中
央
レ
ベ
ル
の
档
案
の
状
況
に
関
す
る
調
査
研
究
の
報
告
書｣

・｢

清
代
地
方

の
档
案
に
関
す
る
調
査
研
究
の
報
告
書｣

・｢

海
外
に
分
散
保
存
し
て
い
る
清
代
档
案
・

文
献
に
関
す
る
調
査
研
究
の
報
告
書｣

な
ど
の
三
〇
本
の
調
査
報
告
書
を
作
成
し
、

国
内
外
に
現
存
し
て
い
る
二
〇
〇
〇
余
万
点
の
档
案
の
保
存
状
況
と
価
値
に
つ
い
て

分
析
・
研
究
を
行
い
、｢

清
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
档
案
の
整
理
に
関
す
る
一

〇
年
計
画｣

お
よ
び

｢

清
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
地
方
档
案
の
整
理
に
関
す
る

計
画｣
を
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
定
の
た
め
の
枠
組
み
的
実
施
案
と
し
て
作
成
し
た
。

さ
ら
に
、
档
案
整
理
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
技
術
的
操
作
の
規
範
化
・
標
準
化

を
行
い
、｢

国
家
の
清
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
档
案
整
理
の
成
果
形
成
お
よ
び

関
連
す
る
技
術
的
基
準｣
な
ど
の
技
術
的
基
準
に
関
す
る
書
類
を
作
成
し
た
。
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第
三
に
、
清
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

｢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
制｣

を
中
心
と
す
る
管
理
原

則
に
応
じ
て
、
清
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
档
案
整
理
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
設
定
も
、｢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
制｣

の
管
理
モ
デ
ル
を
取
り
入
れ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
管
理
の
流
れ
は
主
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
定
の
申
請
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評
価
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
審
査
と
採
択
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
定
の
研
修
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
施
・
成
果
の
審
査
と
受
理
な
ど
の
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。
段
階
ご
と
に
は
、
厳
密

な
基
準
制
度
を
設
定
す
る
。
た
と
え
ば
、
档
案
整
理
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
審

査
と
採
択
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
は
、
档
案
組
の
初
回
審
査
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ

ン
タ
ー
の
第
二
回
審
査
・
専
門
家
諮
問
委
員
会
の
第
三
回
審
査
・
編
纂
委
員
会
主
任

オ
フ
ィ
ス
の
最
終
的
な
審
査
な
ど
の
四
つ
の
審
査
段
階
を
設
け
、
設
定
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
学
術
的
価
値
・
担
当
者
の
能
力
素
質
の
認
定
と
、
経
費
の
計
算
な
ど
の
面
で

厳
し
く
審
査
を
行
う
。

同
時
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
と
関
連
す
る
各
段
階
に
お
い
て
、
品
質
に
関
す
る

統
一
の
基
準
を
厳
格
に
執
行
す
る
。
档
案
の
整
理
・
記
録
・
縮
写
・
撮
影
・
ス
キ
ャ

ン
お
よ
び
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て
は
、
国
家
の
専
門
基
準

に
照
ら
し
て
執
行
す
る
。
そ
し
て
、
各
の
課
題
組

(

課
題
を
担
当
す
る
チ
ー
ム)

と

技
術
的
品
質
に
関
す
る
契
約
書
を
結
ぶ
。

審
査
を
経
て
採
択
さ
れ
た
档
案
関
係
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
、
編
纂
委
員
会
は
、

一
定
額
の
経
費
を
提
供
し
、
設
備
の
支
援
と
技
術
的
・
学
術
的
指
導
を
行
う
。

第
四
に
、
貴
重
な
档
案
へ
の
応
急
的
保
護
を
行
い
、
利
用
を
保
護
と
結
び
つ
け
る

こ
と
に
気
を
配
る
。
清
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
档
案
関
係
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
対
し
、
清
史
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
各
部
分
の
档
案
利
用
を
確
保
す
る
こ
と

を
前
提
に
、
ま
ず
地
方
に
保
存
し
て
い
る
貴
重
な
档
案
の
応
急
的
保
護
に
重
き
を
置

き
、
特
に
史
料
的
価
値
の
高
い
档
案
を
保
存
し
て
い
る
が
、
経
済
的
に
は
遅
れ
て
い

る
の
で
、
档
案
の
保
存
条
件
が
悪
い
地
域
に
は
、
最
大
限
に
資
金
の
注
入
と
設
備
の

支
援
を
行
う
。
た
と
え
ば
、
四
川
省
南
部
県
の
県
衙

(

県
役
所
、
以
下
同
様)

档
案

は
、
最
近
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
合
わ
せ
て
一
〇
万
余
点
が
あ
り
、
史
料
的
価

値
が
高
い
。
し
か
し
、
当
該
県
は
、
南
西
部
の
貧
困
地
域
に
あ
り
、
档
案
の
保
護
・

整
理
を
完
備
す
る
財
力
が
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
編
纂
委
員
会
は
、
こ
れ
ら
の
档
案

の
整
理
を
す
べ
て
清
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
込
み
、
資
金
を
注
入
し
、
档
案
の
整

理
・
撮
影
・
デ
ジ
タ
ル
化
の
ス
キ
ャ
ン
を
助
け
て
い
る
。
ま
た
、
青
海
省
档
案
館
は
、

数
万
点
の
清
朝
档
案
を
保
存
し
て
い
る
が
、
資
金
不
足
で
、
長
年
整
理
し
て
い
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
、
調
査
研
究
を
通
じ
て
、
こ
れ
ら
の
档
案
の
相
当
な
部
分
が
、
宣
教
師

の
中
国
西
部
で
の
活
動
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
な
お
か
つ
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て

お
ら
ず
、
史
料
的
価
値
が
非
常
に
高
い
こ
と
を
意
識
し
た
。
清
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

こ
れ
ら
の
档
案
を
档
案
整
理
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
込
み
、
そ
し
て
編
集
・
出
版

の
た
め
に
資
金
の
注
入
を
計
画
し
て
い
る
。

ま
た
、
整
理
・
利
用
す
る
時
、
档
案
へ
の
安
全
管
理
を
強
化
す
る
た
め
、
次
の
よ

う
な
措
置
を
取
っ
た
。

１
、
档
案
本
体
の
保
護
を
強
化
す
る
た
め
に
、
各
機
関
は
い
ず
れ
も
、
ま
ず
档
案

を
修
復
し
、
そ
の
後
撮
影
・
ス
キ
ャ
ン
を
行
う
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
取
る
。

２
、
各
機
関
の
整
理
状
態
を
尊
重
し
、
元
の
分
類
や
枠
組
み
を
解
体
し
な
い
よ
う

に
す
る
。

３
、
档
案
保
存
の
各
機
関
は
、
単
な
る
一
次
デ
ー
タ
だ
け
を
提
供
す
る
。
編
纂
委

員
会
は
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
改
め
て
手
を
加
え
た
う
え
で
ネ
ッ
ト
に
転

送
す
る
。

４
、
档
案
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
時
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
編
纂
委
員
会

は
、
档
案
を
提
供
す
る
機
関
と
使
用
契
約
書
を
結
び
、
清
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
完
成

し
た
後
、
正
式
に
編
集
・
出
版
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
档
案
の
デ
ー
タ
を
元
の
機
関

に
返
還
す
る
。

こ
う
す
る
こ
と
に
よ
れ
ば
、
史
書
編
纂
に
使
う
貴
重
な
新
史
料
を
発
掘
し
て
、
専

門
家
の
利
用
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
方
、
中
国
の
档
案
と
い
う
形
の
文
献
遺
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産
へ
の
応
急
的
保
護
に
貢
献
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

三
、
清
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
档
案
関
係
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
定
の

現
状

清
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
設
定
さ
れ
て
い
る
档
案
整
理
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
主
に
、

第
一
歴
史
档
案
館
に
所
存
し
て
い
る
清
朝
の
中
央
政
府
機
関
の
档
案
と
、
全
国
各
地

の
档
案
館
・
図
書
館
・
博
物
館
に
所
存
し
て
い
る
清
朝
の
地
方
政
府
機
関
お
よ
び
民

間
の
档
案
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
第
一
歴
史
档
案
館
は
、
合
わ
せ
て
一
四
回
に
わ
た
り
、
約

二
〇
〇
万
点
の
档
案
に
関
係
し
て
い
る
三
〇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
申
請
し
た
。
編
纂
委

員
会
の
審
査
を
経
て
採
択
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
一
八
件
あ
り
、
総
計
的
に
は
約

一
八
〇
余
万
点
の
档
案
に
関
係
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、｢

軍
機
処
録
副
奏
摺｣

(

六
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
七
〇
万
点)

、｢

宮
中
朱
批
奏
摺｣

(
三
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
四
二
万
点)

、

｢

軍
機
処
電
報
档｣

(

四
万
五
千
点)

、｢

軍
機
処
随
手
档｣
(
八
万
点)

、｢

内
閣
戸
科

題
本｣

(

二
二
万
点)

、｢

内
閣
刑
科
題
本｣

(

二
四
万
点)

、｢
内
閣
満
文
寄
信
档｣

(

六
千
点)

、｢

軍
機
処
満
文
熬
茶
档｣

(

三
百
点)

、｢

清
代
災
賑
档｣

(
四
万
五
千
点)

、

｢

雨
雪
糧
価
及
収
成
分
数
折
単｣

(

一
万
五
千
点)

な
ど
が
あ
る
。
こ
の
中
に
は
、
現

時
点
ま
で
は
、
契
約
書
の
期
限
に
よ
り
、
す
で
に
整
理
・
記
録
・
デ
ジ
タ
ル
化
・
加

工
・
終
了
し
た
中
央
レ
ベ
ル
の
档
案
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
一
二
件
あ
る
。
関
係
し
て

い
る
档
案
の
総
数
は
、
約
一
五
〇
万
余
点
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
各
地
の
档
案
館
・
図
書
館
・
博
物
館
は
、
合
わ
せ
て
一
三
回
に
わ
た

り
、
二
四
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
申
請
し
た
。
採
択
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
一
二
件
あ

り
、
総
計
的
に
は
約
三
〇
万
点
の
档
案
に
関
係
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、｢

清
代

順
治
至
同
治
朝
四
川
南
部
県
衙
門
档
案｣

(

二
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
一
〇
万
点)

、｢

清
代

西
藏

(

チ
ベ
ッ
ト)

地
方
档
案
文
献
選
編｣

(

四
千
点)

、｢

清
代
四
川
省
咸
豊
朝
・

同
治
朝
・
光
緒
朝
・
宣
統
朝
巴
県
衙
門
档
案

(

二
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
七
万
点)

、｢

清
代

喀
喇
沁
左
翼
蒙
古

(

カ
ラ
チ
ン
―
サ
ヨ
ク
―
モ
ン
ゴ
ル)

档
案
訳
文
選
編｣

(

二
万

点)

、｢

大
連
図
書
館
蔵
清
代
内
務
府
档
案｣

(

四
千
点)

、｢

清
代
阿
拉
善
霍
碩
特

(

ア
ラ
ゼ
ン
・
ホ
ソ
ー
テ)

旗
歴
史
档
案｣

(

二
万
点)

、｢

清
代
徽
州
社
会
史
料
档
案

彙
編｣

(

二
万
二
千
点)

、｢

清
代
青
海
省
循
化
庁
档
案
史
料
彙
編｣

(

二
万
点)

、｢

吉

林
省
档
案
館
蔵
清
代
档
案
史
料
選
編｣

(

七
千
点)

、｢

清
内
秘
書
院
蒙
古

(

モ
ン
ゴ

ル)

文
档
案
彙
編
漢
訳｣

(

七
千
点)

、｢

清
代
呼
倫
貝
爾

(

ホ
ロ
ン
バ
イ
ル)

副
都

統
衙
門
档
案｣

(

二
万
点)

な
ど
が
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
少
数
民
族
の
文
字
を
翻

訳
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
五
件
あ
り
、
七
二
六
万
字
で
あ
る
。

四
、
清
史
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
設
定
さ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
あ
る

档
案
の
学
術
的
価
値

今
回
の
档
案
整
理
と
利
用
は
、
清
史
編
纂
中
で
す
で
に
鮮
明
な
成
果
が
現
れ
て
い

る
。
た
だ

『

歴
史
档
案』

だ
け
で
は
、
多
く
の
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

内
容
と
学
術
的
価
値
か
ら
見
れ
ば
、
今
回
の
清
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
整
理
さ
れ
て
い

る
清
代
档
案
は
、
豊
富
性
・
系
統
性
・
真
実
性
な
ど
の
特
徴
が
あ
る
。

１
、
豊
富
性
に
つ
い
て

現
存
し
て
い
る
清
代
档
案
は
二
〇
〇
〇
余
万
点
あ
り
、
内
容
が
豊
富
で
あ
る
。
清

史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
は
、
清
朝
の
中
央
レ
ベ
ル
の
档
案
で
あ
る
軍
機
処

録
副
奏
摺
・
内
閣
題
本
・
宮
中
朱
批
奏
摺
と
い
う
清
朝
中
央
政
府
の
最
も
中
心
的
な

公
文
書
が
系
統
的
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
清
の
宮
中
朱
批
奏
摺

(

以
下
、
朱
批
奏
摺

と
略
す)

は
、
康
煕
朝
に
成
立
し
、
最
初
は
皇
帝
の
特
許
を
受
け
た
官
員
が
各
地
の

情
況
を
ひ
そ
か
に
皇
帝
へ
報
告
す
る
文
書
で
あ
り
、
そ
の
後
は
利
用
範
囲
が
拡
大
し
、

清
朝
の
中
央
と
地
方
の
高
官
が
皇
帝
へ
報
告
す
る
政
務
文
書
に
な
っ
た
。
皇
帝
は
つ

ね
に
自
分
の
意
見
を
朱
筆
で
奏
摺
に
直
接
書
き
込
む
の
で
、
伝
聞
や
事
後
記
述
に
基

づ
く
史
料
文
献
と
全
く
異
な
り
、
極
め
て
高
い
史
料
的
価
値
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
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ら
の
档
案
は
、
時
期
的
に
は
康
煕
朝
か
ら
宣
統
朝
ま
で
分
布
し
て
お
り
、
ま
た
内
容

的
に
は
清
朝
全
国
の
内
政
・
軍
務
・
農
業
・
水
利
・
商
業
貿
易
・
交
通
運
輸
・
法
律
・

天
文
地
理
な
ど
に
関
係
し
て
い
る
。
軍
機
処
録
副
奏
摺(

以
下
、
録
副
奏
摺
と
略
す)

は
、
清
朝
の
中
央
政
府
各
機
関
の
官
員
と
地
方
政
府
の
官
員
の
奏
摺
を
、
皇
帝
が
目

を
通
し
て
指
示
を
与
え
た
後
に
、
将
来
の
参
考
に
備
え
る
た
め
に
、
軍
機
処
が
抄
録

し
て
保
存
す
る
写
本
で
あ
り
、｢

月
摺｣

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
録
副
奏
摺
は
、
朱

批
奏
摺
よ
り
完
備
し
て
お
り
、
系
統
性
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
長
期
間
、
録

副
奏
摺
は
、
史
学
界
で
非
常
に
重
視
さ
れ
て
お
り
、
利
用
率
が
高
い
。
朱
批
奏
摺
と

相
互
証
明
・
相
互
補
足
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
清
の
内
閣
題
本

(

以
下
、
題
本
と
略

す)

は
、
清
朝
の
中
央
と
地
方
の
高
官
が
規
定
に
照
ら
し
て
日
常
公
務
の
遂
行
に
つ

い
て
皇
帝
へ
報
告
す
る
公
文
書
の
一
種
で
あ
っ
た
。
国
家
の
日
常
政
務
、
た
と
え
ば
、

官
吏
の
推
挙
と
弾
劾
、
軍
費
と
課
税
、
訴
訟
と
審
判
な
ど
は
、
す
べ
て
こ
の
形
式
の

公
文
書
を
利
用
し
て
い
た
。
題
本
は
、
吏
科
・
戸
科
・
礼
科
・
兵
科
・
刑
科
・
工
科

の
六
科
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
档
案
は
、
時
期
的
に
は
順
治
元

(

一
六
四

四)

年
か
ら
光
緒
二
七

(

一
九
〇
一)

年
ま
で
分
布
し
て
い
る
。
量
的
に
は
奏
摺
よ

り
多
い
。
特
に
清
朝
前
期
の
歴
史
に
関
し
て
は
、
奏
摺
が
ま
だ
現
れ
て
い
な
い
時
期

な
の
で
、
題
本
は
、
清
朝
の
政
治
・
経
済
・
文
化
・
社
会
な
ど
の
分
野
の
研
究
に
と
っ

て
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。

少
数
民
族
の
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
地
方
の
档
案
の
整
理
・
発
掘
・
利
用
は
、
新

時
代
に
お
け
る
史
料
の
利
用
に
関
す
る
新
た
な
動
き
で
あ
る
。
清
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
地
方
档
案
を
整
理
す
る
際
に
、
少
数
民
族
の
文
字
の
档
案
を
よ
り
多
く
整
理
す

る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、｢

清
代
西
藏

(

チ
ベ
ッ
ト)

地
方
档
案

文
献
選
編｣

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
お
よ
そ
四
〇
〇
〇
点
、(

翻
訳
後
の
漢

字
数
で)

一
〇
〇
万
字
の
チ
ベ
ッ
ト
語
档
案
を
翻
訳
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
最
大
規
模
の
チ
ベ
ッ
ト
語
档
案
の
翻
訳
作
業
で
あ
る
。
そ
の

ほ
か
、
阿
拉
善

(

ア
ラ
ゼ
ン)

左
旗
档
案
・
喀
喇
沁

(

カ
ラ
チ
ン)

档
案
は
、
モ
ン

ゴ
ル
語
档
案
の
整
理
に
関
す
る
重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。｢

清
代
呼
倫
貝
爾

(

ホ
ロ
ン
バ
イ
ル)

副
都
統
衙
門
档
案｣

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
満
文
档
案
の

翻
訳
で
あ
る
。
上
述
し
た
少
数
民
族
の
文
字
の
档
案
は
、
い
ず
れ
も
か
つ
て
翻
訳
・

公
表
さ
れ
て
い
な
い
貴
重
な
一
次
史
料
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
大
規
模
な
整
理
作
業

は
、
少
数
民
族
の
文
化
遺
産
へ
の
応
急
的
保
護
と
発
掘
で
も
あ
る
。

清
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
整
理
さ
れ
て
い
る
清
代
档
案
の
豊
富
性
は
、
档
案
が
相
互

補
足
・
相
互
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
か
ら
も
見
ら
れ
る
。
例
と
し
て
は
、

中
央
レ
ベ
ル
の
档
案
で
あ
る
軍
機
処
随
手
登
記
档

(

以
下
、
随
手
档
と
略
す)

の
整

理
が
挙
げ
ら
れ
る
。
随
手
档
と
は
、
軍
機
処
が
取
り
扱
っ
て
い
る
官
員
の
奏
摺
と
皇

帝
の
諭
旨
を
登
録
す
る
簿
冊
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
時
間
順
に
よ
り
、
皇
帝
・
大
臣
が

国
家
政
務
を
処
理
す
る
詳
細
な
過
程
・
内
容
の
概
要
お
よ
び
結
果
を
記
録
し
て
い
る
。

一
方
、
朱
批
奏
摺
・
録
副
奏
摺
・
上
諭
档
と
い
う
三
つ
の
清
朝
の
最
高
政
務
活
動
に

関
す
る
一
次
記
録
を
総
括
す
る
総
合
目
録
で
も
あ
る
。
特
に
現
存
の
朱
批
奏
摺
・
録

副
奏
摺
・
上
諭
档
が
完
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
元
来
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
体
系
の
あ

り
方
が
後
世
の
整
理
に
よ
っ
て
変
わ
っ
た
状
況
に
お
い
て
は
、
随
手
档
か
ら
、
档
案

間
の
内
在
的
つ
な
が
り
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
が
最
も
重
要
で
あ
る
。

一
方
、
地
方
に
所
存
し
て
い
る
档
案
も
、
中
央
レ
ベ
ル
の
档
案
と
相
互
補
足
・
相

互
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、｢

大
清
会
典｣

に
よ
れ
ば
、
清
朝
の
県

衙

(

県
役
所)

で
は
、
一
般
的
に
、
吏
・
戸
・
礼
・
兵
・
刑
・
工
の
六
房
が
設
置
さ

れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
実
際
は
、
档
案
か
ら
見
れ
ば
、
必
ず
し
も
そ
う

で
は
な
か
っ
た
。
清
朝
の
四
川
省
南
部
県
の
県
衙
は
七
房
、
同
省
の
巴
県
の
県
衙
は

一
一
房
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
大
連
図
書
館
の
档
案
整
理
に
よ
り
、
江
寧

(

南
京)
織
造
員
外
郎
曹
�
ら
が
駅
站

(

宿
駅)

を
妨
害
す
る
事
件
に
つ
い
て
処
理

案
を
議
定
し
た
と
い
う
、
雍
正
七

(

一
七
二
九)

年
の
総
管
内
務
府
事
務
・
和
碩
荘

親
王
允
禄
ら
の
題
本
が
見
つ
け
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
そ
の
年
に
内
務
府
か
ら
流
失
し

た
档
案
で
あ
り
、
第
一
歴
史
档
案
館
に
現
蔵
し
て
い
る
清
朝
の
内
務
府
档
案
の
不
足
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を
補
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
ま
た
、
民
間
の
婚
約
に
つ
い
て
は
、
南
部
県
の
県
衙

档
案
の
整
理
で
は
、
道
光
二
一

(

一
八
四
一)

年
の
婚
約
書
が
見
つ
け
ら
れ
た
。
こ

れ
は
、
民
間
人
楊
大
福
が
自
分
の
妻
を
抵
当
に
入
れ
て
民
間
人
莫
予
知
に
嫁
が
せ
る

婚
約
書
で
あ
っ
た
。
こ
の
婚
約
書
に
は
、
当
事
者
の
拇
印
も
あ
れ
ば
、
足
の
指
に
よ

る
捺
印
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
形
式
の
婚
約
書
は
、
極
め
て
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
地
方
の
公
文
書
の
簽
文
に
つ
い
て
は
、
清
の
時
代
の
筆
記
に
は｢

雷
簽｣

・

｢

風
簽｣

な
ど
の
名
目
が
あ
っ
た
が
、｢

大
清
会
典｣

に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
地

方
の
档
案
で
は
、
こ
の
二
種
類
の
文
書
は
確
か
に
見
つ
け
ら
れ
た
。

２
、
系
統
性
に
つ
い
て

今
回
の
清
代
档
案
の
整
理
は
、
档
案
の
系
統
性
も
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
豊
富
性

を
ヨ
コ
へ
の
広
が
り
と
た
と
え
れ
ば
、
系
統
性
は
歴
史
上
の
物
事
の
展
開
に
対
す
る

タ
テ
の
考
察
と
い
え
る
。

た
と
え
ば
、
清
代
の
雨
雪
・
糧
価
お
よ
び
収
穫
の
量
に
関
す
る
摺
単
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
档
案
は
、
第
一
歴
史
档
案
館
の

｢

清
代
軍
機
処
全
宗｣
お
よ
び

｢

宮
中
档

案
全
宗｣

の
中
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
各
地
の
総
督
・
巡
撫
な
ど
の
官

員
が
奏
摺
・
奏
片

(

上
奏
正
文
の
添
付
文)

・
単

(

箇
条
書
き
に
よ
る
表)
な
ど
の

形
式
で
、
任
地
の
雨
雪
・
食
糧
の
価
格
お
よ
び
収
穫
の
情
況
を
皇
帝
へ
上
奏
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
省
府
庁
州
県
の
各
レ
ベ
ル
の
地
方
の
具
体
的
な
情
況
が
記
載
さ
れ
て

お
り
、
一
年
の
一
二
ヶ
月
の
デ
ー
タ
が
基
本
的
に
揃
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点

か
ら
見
れ
ば
、
こ
う
し
た
档
案
は
、
清
史
研
究
に
お
い
て
比
べ
る
も
の
が
な
い
程
度

の
史
料
的
価
値
を
持
っ
て
お
り
、『

清
史
稿』

の
経
済
と
生
態
環
境
の
分
野
に
お
け

る
重
大
な
欠
陥
を
完
全
に
補
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
見
え
る
一
次
デ
ー
タ
は
、

清
史
の
研
究
者
が
清
朝
の
繁
栄
か
ら
衰
退
へ
の
社
会
的
変
革
お
よ
び
清
代
の
社
会
経

済
を
研
究
す
る
こ
と
に
直
接
参
考
に
な
る
。

ま
た
、｢

安
徽
清
代
地
方
档
案
社
会
史
料｣

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
黄
山

市
と
歙
県
が
所
蔵
し
て
い
る
歙
県
芳
坑
江
氏
家
族
の
档
案
が
約
八
千
点
あ
る
。
こ
れ

ら
の
档
案
は
、
江
氏
一
族
の
盛
衰
・
変
遷
を
全
面
的
に
記
載
し
て
い
る
。
系
統
性
・

全
体
性
・
連
続
性
の
面
で
は
、
最
も
優
れ
て
い
る
史
料
と
い
え
る
。
た
だ
す
で
に
整

理
さ
れ
て
い
る
書
簡
の
数
は
三
七
九
九
点
に
達
し
た
。
こ
れ
ら
の
書
簡
は
、
一
〇
〇

年
近
く
の
江
氏
一
族
の
商
売
・
不
動
産
の
購
入
・
交
際
・
家
事

(

李
鴻
章
ら
の
安
徽

出
身
の
官
吏
と
の
書
簡
で
の
や
り
と
り
を
含
む)

な
ど
を
記
載
し
て
い
る
。
す
で
に

整
理
さ
れ
て
い
る
江
氏
一
族
の
帳
簿

(

時
間
的
な
連
続
性
あ
る)

の
冊
数
は
一
千
二

百
余
点
で
あ
る
。
記
載
の
時
期
は
、
道
光
朝
か
ら
民
国
期
ま
で
で
あ
る
。
江
氏
一
族

の
三
代
の
安
徽
商
人
が
経
営
・
貿
易
を
行
っ
て
い
た
経
歴

(

そ
の
中
に
は
、
海
外
貿

易
も
相
当
な
割
合
を
占
め
て
お
り
、
特
に
外
国
の
商
社
を
相
手
に
し
た
裁
判
に
関
わ

る
史
料
か
ら
、
安
徽
商
人
の
知
恵
が
見
ら
れ
る)

を
全
面
的
に
示
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
档
案
は
、
清
代
の
社
会
・
政
治
・
経
済
・
文
化
の
一
側
面
を
示
し
て
い
る
。

全
体
的
か
つ
系
統
的
档
案
記
録
は
、
相
互
補
足
・
相
互
証
明
・
相
互
修
正
の
機
能

を
持
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
浙
江
学
政
張
錫
庚
が
将
軍
・
巡
撫
と
共
に
殉
難
し
た

た
め
に
、
こ
れ
に
手
厚
い
補
償
手
当
て
を
与
え
る
よ
う
請
う
と
い
う
掌
浙
江
道
監
察

御
史
洪
昌
燕
の
奏
摺

(

日
付
な
し
、
档
案
番
号：

03
4609

197)

が
あ
る
。
そ
れ

に
よ
る
情
報
は
、
単
な
る
風
聞
で
あ
り
、
正
確
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
の
張
錫
庚

の
奏
摺

(

咸
豊
一
一

(

一
八
六
一)

年
、
档
案
番
号
を
未
だ
確
認
し
て
い
な
い)

に

よ
れ
ば
、
張
の
家
族
は
戦
争
の
被
害
を
受
け
た
が
、
本
人
は
殉
難
し
な
か
っ
た
。
一

方
、
洪
昌
燕
の
上
奏
は
正
確
で
は
な
か
っ
た
が
、
当
時
の
情
勢
を
確
実
に
示
し
て
お

り
、
特
別
な
形
で
清
軍
の
惨
敗
を
表
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、
档
案
の
不

足
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
档
案
の
特
徴
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
歴
史
上
の
物
事
に
つ

い
て
は
、
掌
握
で
き
る
档
案
の
量
の
増
加
・
種
類
の
完
備
に
伴
い
、
関
連
文
献
を
参

考
に
す
れ
ば
、
最
終
的
に
は
、
相
互
証
明
の
完
全
な
証
拠
の
サ
ー
ク
ル
を
構
成
す
る

こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
完
全
で
正
確
な
結
論
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、

細
部
か
ら
全
体
へ
研
究
が
進
め
ば
、
史
学
研
究
者
の
懸
命
な

｢

真
実｣

に
対
す
る
探

( ) 文化遺産の応急的保護と清史編纂プロジェクト (鄒)145

Ⓒ2010 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



求
は
、
固
い
基
礎
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

３
、
真
実
性
に
つ
い
て

ま
ず
、
一
次
史
料
で
あ
る
清
代
の
档
案
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、『

実
録』

・『

清

史
稿』

お
よ
び
ほ
か
の
二
次
文
献
よ
り
歴
史
の
真
実
に
迫
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
ア
ヘ
ン
戦
争
の
前
触
れ
で
あ
る
禁
煙
運
動
に
つ
い
て
は
、
史
学
界
に

は
、
長
期
間
、
主
流
的
な
考
え
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
支
配
集
団
の
内
部
に
は
、

｢

厳
禁
派｣

と

｢

解
禁
派｣

と
の
激
し
い
対
立
が
あ
っ
た
。
ア
ヘ
ン
戦
争
に
な
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
抵
抗
派
と
投
降
派
に
な
っ
た
。
前
者
の
代
表
は
林
則
徐
で
あ
り
、
後
者
の

代
表
は
穆
彰
阿
と
�
善
で
あ
っ
た
。
厳
禁
派
の
人
数
は
少
な
か
っ
た
。
林
則
徐
が
免

職
さ
れ
る
と
、
禁
煙
運
動
は
失
敗
を
告
げ
た
。
し
か
し
、
第
一
歴
史
档
案
館
に
所
蔵

し
て
い
る
大
量
の
档
案

(

朱
批
奏
摺
・
録
副
奏
摺
・
軍
機
処
剿
捕
档
な
ど)

か
ら
見

れ
ば
、
い
わ
ゆ
る｢

解
禁
派｣

と｢

厳
禁
派｣

と
の
対
立
は
、
実
は
後
世
の
人
の
偏
っ

た
分
析
・
認
識
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
真
実
と
異
な
る
。
そ
し
て
、
後
世
の

人
は
、｢

解
禁
派｣

と

｢

厳
禁
派｣

と
の
対
立
が
、
ア
ヘ
ン
戦
争
中
の
投
降
路
線
と

抵
抗
路
線
と
の
対
立
に
展
開
し
た
こ
と
か
ら
、
投
降
派
と
抵
抗
派
が
形
成
さ
れ
た
歴

史
的
根
源
を
説
明
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
ア
ヘ
ン
戦
争
で
否
定
さ
れ
た
人
物
が
、
必

ず
や
禁
煙
運
動
で
も
否
定
さ
れ
る
、
と
い
う
形
而
上
学
的
史
学
観
は
、
事
実
か
ら
ず

れ
て
い
る
。
実
際
は
、
�
善
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
中
で
は
妥
協
を
主
張
し
て
国
を
誤
っ

た
が
、
戦
前
は
禁
煙
を
主
張
し
て
顕
著
な
功
績
を
挙
げ
て
い
る
。
穆
彰
阿
も

｢

査
拿

鴉
片
三
十
九
条｣

(

ア
ヘ
ン
取
締
り
に
関
す
る
三
九
か
条)

の
作
成
を
主
管
し
、
禁

煙
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
一
次
档
案
は
、
訂
正
の
機
能
を
持
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、『

清
史

稿』

の

｢

列
伝｣

に
は
、
歴
史
人
物
の
官
職
爵
位
・
任
期
・
一
生
の
経
歴
な
ど
に
関

す
る
記
載
の
ミ
ス
が
多
い
。
清
代
の
朱
批
奏
摺
・
録
副
奏
摺
に
あ
る
官
職
・
官
制
類

の
档
案
お
よ
び
履
歴
摺
を
参
考
に
し
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
過
去
の
史
書
に
正
確
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
歴
史
事
件
に
つ
い
て
は
、

今
回
は
档
案
を
根
拠
に
訂
正
を
行
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
乾
隆
朝
の

｢

蔡
伯
多
禄

案｣

は

｢

百
年
禁
教｣

期
間
に
お
け
る
最
も
大
き
な
宗
教
関
係
の
事
件
と
言
わ
れ
て

い
る
。
档
案
の
記
載
は
、｢

実
録｣

お
よ
び
ほ
か
の
著
作
の
記
述
と
大
き
な
相
違
が

あ
る
。
陝
西
省
の
尼
瑪
・
方
済
各
の
供
述
に
よ
れ
ば
、
中
国
に
潜
入
す
る
一
〇
名
の

西
洋
の
宣
教
師
の
中
に
は
、
直
隷
に
赴
く

｢

漢
色
勒
木｣

・｢

阿
頭
大
多｣

と
い
う
二

人
の
イ
タ
リ
ア
籍
の
宣
教
師
が
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
二
人
が
、
官
府
に
よ
っ
て
北

京
に
護
送
さ
れ
た

｢

顔
詩
莫｣

・｢

�
天
賜｣

で
あ
っ
た
こ
と
が
、
調
査
の
う
え
で
確

認
さ
れ
た
。
乾
隆
帝
は
、
か
つ
て
諭
旨
を
下
し
て
説
明
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
上
諭

は
、｢

実
録｣

に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
後
世
の
人
は
、｢

実
録｣

を
依
拠

に
史
書
を
書
き
、
多
く
の
場
合
は
曖
昧
な
言
葉
を
使
い
、
こ
の
二
人
の
こ
と
を
勘
違

い
し
て
、
真
実
と
ず
れ
て
い
る
結
論
を
出
し
た
の
で
あ
る
。

乾
隆
朝
に
お
い
て
、
西
洋
の
宣
教
師
の
団
体
は
、
パ
リ
で

｢

平
定
西
域
戦
図｣

(｢

乾
隆
平
定
準
部
回
部
戦
図｣

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
、
以
下

｢

戦
図｣

と
略
す)

と

い
う
銅
版
画
を
作
成
し
た
。
い
く
つ
か
の
著
作
は
、
最
初
は
こ
の
銅
版
画
は
イ
ギ
リ

ス
で
作
成
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
最

終
は
こ
の
仕
事
は
フ
ラ
ン
ス
人
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
た
、
と
い
う
考
え
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
両
広
総
督
楊
廷
璋
と
粤
海
関
監
督(

録
副
奏
摺
、
档
案
番
号：

7716
110)

か
ら
見
れ
ば
、
最
初
は
、
清
政
府
は
、
そ
の
絵
の
彫
刻
・
印
刷
を
イ
タ
リ
ア
国
に
委

任
す
る
予
定
だ
っ
た
。
内
務
府
の
档
案
に
は
、
広
東
巡
撫
宛
の
書
簡
と
四
枚
の

｢

戦

図｣
の
図
面
が
あ
る
。
こ
の
書
簡
に
は
、
こ
の
件
に
関
す
る
明
確
な
記
載
が
あ
る
。

そ
し
て
、
档
案
に
よ
れ
ば
、
広
東
巡
撫
楊
應
�
は
、
こ
の
書
簡
を
受
け
取
っ
た
後
、

｢

洋
行
の
商
人
に
命
令
を
下
し
て
彼
ら
を
集
め
、
省

(

広
東
省)

に
は
広
州
に
赴
く

依
大
理
亜
国

(
イ
タ
リ
ア
国)

の
船
が
な
い
こ
と
を
尋
ね
た
う
え
で
確
認
し
た
。
そ

し
て
、
ど
の
国
が
依
大
理

(

イ
タ
リ
ア)

に
近
い
の
か
、
現
在
貿
易
し
て
い
る
各
国

に
は
銅
板
画
の
作
成
に
堪
能
な
と
こ
ろ
が
あ
る
か
否
か
を
、
逐
一
詳
し
く
尋
ね
た｣

。
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西
洋
の
商
人
は
、
広
州
に
は
イ
タ
リ
ア
商
船
が
な
く
、
便
乗
し
て
き
た
イ
タ
リ
ア
人

も
い
な
い
と
答
え
た
。
そ
れ
故
、
銅
板
画
の
作
成
の
件
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
が

推
薦
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
一
次
档
案
は
、
歴
史
の
細
部
を
細
か
く
描
く
機
能
を
持
っ
て
い
る
。
多
く

の
档
案
は
、
歴
史
の
細
部
を
記
載
し
て
お
り
、
歴
史
の
真
実
を
い
き
い
き
と
描
い
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
清
末
の
駐
外
行
使
の
奢
侈
に
つ
い
て
は
、
御
史
楊
晨
は
、｢

使

臣
の
出
国
が
緊
要
な
も
の
で
あ
る
と
の
管
見
を
恭
し
く
申
し
述
べ
る｣

と
い
う
奏
摺

(

録
副
奏
摺
、
档
案
番
号：

3
7723

1)

で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。｢

臣
は
、

う
わ
さ
に
聞
く
に
は
、
一
昨
年
、
使
臣
と
し
て
ド
イ
ツ
の
会
社
の
汽
船
に
乗
っ
て
外

国
へ
行
く
者
が
い
た
。
持
っ
て
い
く
箱
と
箪
笥
は
、
百
九
十
余
個
に
達
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
紹
興
酒
は
百
余
か
め
、(

中
国
式
の)

ハ
ム
は
四
・
五
百
本
、
刺
繍
・

軸
物
は
二
十
箱
に
達
し
て
い
る
。
昆
布
な
ど
の
こ
ま
ご
ま
と
し
た
食
物
は
数
え
き
れ

な
い
ほ
ど
あ
る
。
配
下
の
参
事
官
・
随
員
・
書
吏
・
通
訳
な
ど
は
十
余
人
、
男
女
使

用
人
は
二
十
余
人
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
十
数
個
の
荷
物
を
持
っ
て
い
る
。
当
該
船
の
船

主

(

船
長
役)

は
ひ
そ
ひ
そ
さ
さ
や
く
。『

駐
在
は
三
年
間
に
わ
た
る
が
、
こ
れ
ほ

ど
多
く
の
衣
服
は
必
要
で
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
、
外
国
の
酒
税
は
特
に
高
い
。

す
で
に
こ
の
職
務
を
担
当
し
て
い
る
以
上
、
な
ぜ
飲
み
食
い
に
頓
着
す
る
の
。
人
に

疑
わ
れ
、
か
ら
か
わ
れ
る
よ』

。
途
中
の
運
費
な
ど
で
国
家
の
金
を
無
駄
に
使
う
の

は
、
確
か
に
節
度
を
守
ら
な
い
行
為
だ
。
汽
船
に
は
、
人
ご
と
に
荷
物
を
載
せ
る
一

定
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
が
、
そ
の
数
を
計
算
す
る
と
、
実
は
そ
の
定
額
を
超
え
た
。

彼
ら

(

船
の
乗
組
員)

は
、
天
朝
を
尊
敬
す
る
の
で
、(

公
使
ら
の
中
国
の
官
員
を)

叱
責
す
る
に
は
都
合
が
悪
い｣

と
あ
る
。

ま
た
、
道
光
二
〇

(

一
八
四
〇)

年
八
月
に
、
浙
江
学
政
季
芝
昌
が
母
親
の
服
喪

を
す
る
た
め
に
離
任
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
銭
実
甫

『

清
代
職
官
年
表』

(

第
四

冊
、
中
華
書
局
、
第
二
七
一
六
頁)

に
よ
れ
ば
、
八
月
己
未

(

二
日)

に
再
任
し
、

八
月
戊
辰

(

一
一
日)

に
服
喪
で
離
任
し
た
。
さ
ら
に

｢

宣
宗
成
皇
帝
実
録｣

に
よ

れ
ば
、
道
光
二
〇
年
八
月
己
未
に
、
浙
江
学
政
季
芝
昌
が
留
任
す
る
よ
う
命
じ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
魏
秀
梅

(

台
湾)

『

清
季
職
官
表』

は
、
季
の
離
任
期
日
を

｢

道
光

二
〇
年
八
月
一
日｣

に
変
更
し
て
お
り
、
そ
の
依
拠
が

『

丹
桂
堂
自
訂
年
譜』

の
記

述
で
あ
る
と
注
釈
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
研
究
上
の
進
展
と
は
い
え
、
そ
の
根
拠
は

不
十
分
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
史
料
の
信
憑
性
は
と
も
か
く
、
当
該
史
料
は
一
次
史

料
で
は
な
い
。
季
の
母
親
が
一
日
に
死
ん
だ
こ
と
を
明
ら
か
に
記
し
て
い
る
が
、
季

が
そ
の
日
に
離
任
し
た
の
か
に
つ
い
て
直
接
触
れ
て
い
な
い
。
録
副
奏
摺
に
は
、
浙

江
学
政
季
芝
昌
が
母
親
の
服
喪
を
し
て
空
席
ポ
ス
ト
が
で
き
た
の
で

(

官
員
を)

選

び

(

そ
の
職
務
に)

つ
か
せ
る
よ
う
請
う
と
い
う
道
光
二
〇
年
八
月
二
日
付
の
護
理

浙
江
巡
撫
宋
其
�
の
奏
摺

(

録
副
奏
摺
、
档
案
番
号：

03
2697

030)

が
あ
る
。

こ
の
奏
摺
は
、
季
の
母
親
が
一
日
に
官
署
で
病
死
し
、
季
が
そ
の
日
に
母
親
の
服
喪

を
さ
せ
る
よ
う
申
請
し
、
そ
し
て
公
文
書
や
官
印
を
手
渡
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
奏
摺
が
翌
日
に
そ
の
代
理
者
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
る
。
こ
の
時
点
は
、
ち
ょ
う
ど
学
政
が
任
期
満
了
に
伴
い
交
替
さ
れ
る
べ
き
時

期
で
あ
っ
た
。
北
京

(

中
央
政
府)

は
、
ま
だ
こ
の
件
を
知
っ
て
い
な
い
た
め
、
再

任
と
い
う
命
令
を
出
し
た
。
実
際
は
、
季
は
離
任
し
て
お
り
、
再
任
し
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

な
お
ま
た
、
整
理
さ
れ
て
い
る
徽
州
の
地
方
文
書
に
は
、
徽
州
府
と
績
渓
県
の
官

倉
の
盛
衰
過
程
に
関
す
る
調
査
を
記
載
し
て
い
る
一
連
の
档
案
が
あ
る
。
記
載
年
代

は
、
明
の
嘉
靖
期
か
ら
清
末
ま
で
で
あ
り
、
徽
州
府
と
績
渓
県
が
官
倉
を
建
設
し
、

寺
田
を
購
入
し
、
租
税
を
徴
収
し
、
食
糧
を
蓄
え
て
飢
饉
に
備
え
る
と
い
う
史
実
を

詳
細
に
記
録
し
て
い
る
。
嘉
靖
四
〇

(

一
五
六
一)

年
、
明
政
府
は
、
官
租

(

官
田

に
よ
る
租
税)

で
、
地
方
の
丁
銀

(

人
頭
税)

と
徭
役
を
補
助
し
、
民
間
の
負
担
を

減
ら
し
て
い
た
。
そ
の
年
、
寺
領
が
二
四
六
〇
余
畝
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
租
税
が

銀
で
計
算
す
る
と
八
一
〇
余
両
で
あ
っ
た
こ
と
が
調
査
の
う
え
で
確
認
さ
れ
た
。
康

煕
二
二

(

一
六
八
三)
年
に
な
る
と
、
官
倉
が
一
年
徴
収
す
る
租
税
は
、
銀
で
計
算
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す
る
と
一
〇
九
三
両
七
銭
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
雍
正
六

(

一
七
二
八)

年
、
清
政

府
は
、
丁
銀
を
所
有
土
地
の
面
積
に
よ
り
徴
収
す
る
と
い
う
政
策
を
出
し
た
。
し
か

し
そ
の
後
、
官
租
は
丁
銀
・
徭
役
を
補
助
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
民
間
の

課
税
負
担
は
重
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
太
平
軍
が
績
渓
県
に
入
っ
た
後
、
租
税
徴
収

の
帳
簿
は
散
逸
し
た
。
こ
れ
以
後
、
官
倉
は
、
毎
年
五
〇
余
両
の
銀
に
あ
た
る
租
税

を
徴
収
す
る
。
こ
の
一
連
の
史
料
は
、
内
容
が
豊
富
で
あ
り
、
記
載
年
代
が
長
く
、

清
代
に
お
け
る
徽
州
の
社
会
・
経
済
状
況
お
よ
び
清
朝
の
田
税
政
策
の
研
究
に
重
要

な
価
値
が
あ
る
。

こ
う
し
た
档
案
の
価
値
は
、
す
で
に
清
史
編
纂
で
現
れ
て
き
た
。
統
計
に
よ
る
と
、

毎
日
ネ
ッ
ト
で
档
案
を
検
索
・
閲
覧
す
る
清
史
編
纂
の
専
門
家
の
延
べ
人
数
は
五
〇

〇
人
に
達
し
て
い
る
。
清
史
編
纂
に
お
け
る
多
く
の
問
題
は
、
档
案
を
見
れ
ば
解
決

で
き
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
利
用
し
て
い
る
档
案
の
件
数
は
、
す
で
に
編
纂
委
員
会
が

す
べ
て
の
編
纂
成
果
を
審
査
す
る
基
本
的
な
基
準
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し

残
念
な
こ
と
に
は
、
現
存
し
て
い
る
档
案
が
あ
ま
り
に
も
多
す
ぎ
で
、
今
回
の
編
纂

作
業
も
す
べ
て
の
档
案
を
使
い
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
統
計
に
よ
れ
ば
、
今
回

の
清
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
整
理
作
業
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
档
案
数
は
二
二
〇
万
点

で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
過
去
で
各
機
関
が
す
で
に
整
理
・
発
行
・
出
版
し
た
清
代
档
案

の
数
は
お
よ
そ
一
五
〇
万
点
前
後
で
あ
り
、
合
計
し
て
四
〇
〇
万
点
に
近
く
、
保
存

し
て
い
る
清
代
档
案
の
総
数
の
五
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
新
し

い
清
史
に
は
史
実
と
ず
れ
る
問
題
が
少
し
も
出
な
い
こ
と
が
完
全
に
保
証
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
は
依
然
と
し
て
、
新
し
い
清
史

は
充
実
な
档
案
史
料
を
編
纂
の
基
礎
と
し
て
い
る
の
で
、
必
ず
や
過
去
の
レ
ベ
ル
を

超
え
る
、
は
る
か
後
世
ま
で
伝
わ
る
傑
作
に
な
り
得
る
と
自
信
を
持
っ
て
い
る
。

翻
訳
：
彭

浩

(

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科)

校
閲
：
黄

栄
光
・
松
澤
裕
作
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本
研
究
集
会
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
Ａ

｢

東
ア
ジ
ア
の
国
際
環
境
と
中
国
・
ロ
シ
ア
所
在
日
本
関
係
史
料
の
総
合
的
研
究｣

(

課
題
番
号�

�
�
�
�
�
�
�

、
研
究
代
表
者
／
保
谷

徹)

の
一
環

と
し
て
、
そ
の
経
費
の
一
部
も
使
用
し
て
行
な
っ
た
。
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